遂に イタ チも 疲れて か、 玄関の 物置 棚の 上に うずく 

まった。 それ を 箒で 殴りつ けようと したと たん、 私た 

ち は 殆んど 息が つまった。 強烈な 臭気、 眼 も あけられ 

ず 顔 も 向けられない 臭気 だ。 もうこ ちらの 負けで、 猫 

の 出入口 を 開けて やる ばかりでなく、 玄関の 扉 を 開い 

て 空気の 流通 を はからね ばなら なか つ た。 

イタ チの 最後つ 屁と いう こと は 聞いて いたが、 これ 

を まともに 嗅がされ たに は 驚いた。 

猫 は 今でも、 その 出入口から 通行して いる。 よその 

猫 も 時折 はいって 来る。 私の 家の 白 猫 はじつ さい 喧嘩 
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